サルトルのユダヤ人論をめぐって by 伊吹 克己
































































Antisemitism。もちろんサルトルも l'antisémitisme という用語を用いた）が示すように、19 世紀
以降ヨーロッパを支配したイデオロギー運動であり、単なる「ユダヤ人差別」の意識を言うの





































































































































































































― 23 ― 
とになってしまう。われわれがキェルケゴールや、ノヴァーリスの思想を非理性主義と名づける
ことが正当であるならば、ベルクソンの方式は、むしろ改名された理性主義 un rationalism débaptisé
というべきであろう。そして、私としては、そこに迫害された者の気高い防御を見る」41 
 

























考の世界 le monde de la pensée は、手の施しようもなくイマージュの世界と断絶しており、諸々
の資源を欠いたものになっているのである。」44 
 




































































































































― 28 ― 
る。「なぜなら、「自由は実存であり、実存は、その本質において本質に先立つからである」57。 
こうしてサルトルは精神分析を二つに分けて、一方を経験的精神分析と呼び、他方を実存的
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1 比較的身近なものとしては『思想』（岩波書店刊）2013 年 8 月号と 9 月号に連載された有田英也氏の「サ
ルトル『ユダヤ人問題の考察』再読（上）（下）」がある。実証的な事柄について参照したい向きにはその
巻末注が参考になる。 




3 Sartre 前掲書 8 頁〔邦訳 2 頁〕 
4 Sartre 前掲書 10 頁〔邦訳 4 頁〕 
5 Sartre 前掲書 10 頁〔邦訳 5 頁〕 
6 Hannah Arendt,”The Origins of Totalitarianism.”A Harvest Book, xi 頁〔邦訳『全体主義の起源 第一部』みす
ず書房刊〕ⅲ頁（以後、邦訳の頁数は〔 〕内に頁数のみを記す） 
7 Hannah Arendt 前掲書 xv 頁〔邦訳、iv 頁〕 
8 Sartre 前掲書 12 頁〔邦訳 7 頁〕 
9 Sartre 前掲書 14 頁〔邦訳 9 頁〕 
10 Sartre 前掲書 15 頁〔邦訳 10 頁〕 
11 Sartre 前掲書 18 頁〔邦訳 13 頁〕 
12 Sartre 前掲書 20 頁〔邦訳 16 頁〕 
13 Sartre 前掲書 21 頁〔邦訳 16 頁〕 
14 同上 
15 同上 
16 Sartre 前掲書 47 頁〔邦訳 44 頁〕 
17 同上 
18 Sartre 前掲書 62 頁~63 頁〔邦訳 60 頁~61 頁〕 
19 Sartre 前掲書 63 頁〔邦訳 61 頁〕 
20 同上 
21 Sartre 前掲書 64 頁〔邦訳 62 頁〕 
22 Sartre 前掲書 9 頁〔邦訳 4 頁〕 
23 同上 
24 Sartre 前掲書 72 頁〔邦訳 69 頁~70 頁〕 
25 Sartre 前掲書 73 頁〔邦訳 71 頁〕 
26 同上 
27 Sartre 前掲書 77 頁〔邦訳 75 頁〕 
28 Sartre 前掲書 82 頁〔邦訳 80 頁〕 
29 Sartre 前掲書 100 頁〔邦訳 101 頁〕 
30 Sartre 前掲書 101 頁〔邦訳 102 頁〕 
31 Sartre 前掲書 102 頁〔邦訳 103 頁〕 
32 邦訳では「正統」と「非正統」という訳語になっている。 
33 Sartre 前掲書 110 頁〔邦訳 112 頁〕 
34 同上 
35 Sartre 前掲書 119 頁〔邦訳 122 頁〕 
36 Sartre 前掲書 134 頁〔邦訳 138 頁〕 
37 Sartre 前掲書 135 頁〔邦訳 139 頁〕 
38 Sartre 前掲書 136 頁〔邦訳 140 頁〕 
39 Sartre 前掲書 137 頁〔邦訳 141 頁〕 
40 Sartre 前掲書 141 頁〔邦訳 145 頁〕 
41 同上 
42 Sartre 前掲書 142 頁〔邦訳 146 頁〕 
43 Sartre 前掲書 143~144 頁〔邦訳 146 頁〕 
44 Sartre “L’imagination” PUF.63~64 頁（サルトル『哲学論文集』平井啓之訳「想像力」69~70 頁） 
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引き入れる。本来性をこのように不断にもぎ離しながらも、しかも本来性だと常に思い違いをさせるとい
うこと、このことは世人のうちへと引き入れることと一緒になって、頺落の動性を旋回として性格づける。」
（”Sein und Zeit”178 頁 邦訳 313~314 頁） 
46 Jean-Paul Sartre “Reflexion sur la question juive” 163 頁（邦訳 166 頁） 
47 Sartre 前掲書 180 頁〔邦訳 184 頁〕 
48 Sartre 前掲書 182 頁〔邦訳 185 頁〕 
49 ちなみに、Jean-Paul Sartre の原書 “Reflexion sur la question juive” には 1, 2, 3, 4 と章分けがあるのみ。表
題は岩波新書の訳者による。 
50 Sartre 前掲書 65 頁〔邦訳 63 頁〕 
51 Sartre 前掲書 67 頁〔邦訳 65 頁〕 
52 Sartre 前掲書 65~66 頁〔邦訳 63 頁〕 
53 Sartre 前掲書 66 頁〔邦訳 64 頁〕 
54 Jean-Paul Sartre “L'Être et le Néant” Gallimard 647 頁（邦訳『存在と無』人文書院刊 第Ⅲ巻 288 頁） 
55 Sartre 前掲書 647 頁（邦訳 第Ⅲ巻 289 頁） 
56 Sartre 前掲書 648 頁（邦訳 第Ⅲ巻 290 頁） 
57 Sartre 前掲書 655 頁（邦訳 第Ⅲ巻 303 頁） 
58 Sartre 前掲書 657 頁（邦訳 第Ⅲ巻 308 頁） 
59 Jean-Paul Sartre “Reflexion sur la question juive” 12 頁（邦訳 7 頁） 
60 Jean-Paul Sartre “L'Être et le Néant” Gallimard 597 頁（邦訳『存在と無』人文書院刊 第Ⅲ巻 190 頁） 
61 Sartre 前掲書 598~599 頁（邦訳 第Ⅲ巻 193 頁）にブリース・パラン Brice Parain へのサルトル独特の口
調の批判が見られる。 
62 Sartre 前掲書 599 頁（邦訳 第Ⅲ巻 194 頁） 
63 同上 
64 Jean-Paul Sartre “Reflexion sur la question juive” 9 頁（邦訳 3 頁） 
65 注 41 で示した Martin Heidegger の”Sein und Zeit”からの引用中の「旋回 Wirbel」という用語がそれを端的
に示しているだろう。 
